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　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などを質問する
もので、定例会に限って行なわれます。今回の一般質問は12月14日から15日までの2日
間で行い、8人の議員が質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

　
　
　
大
企
業
の
利
益
拡
大
に
は
プ
ラ

ス
、
中
小
企
業
、
雇
用
、
健
康
、
環
境

に
は
マ
イ
ナ
ス
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
市
民
に
与

え
る
影
響
は
。
天
草
市
へ
の
経
済
影
響

は
。
ま
た
、
地
方
創
生
プ
ラ
ン
作
成
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
の

関
連
は
。

　
　
　
　
　

食
の
安
全
へ
の
不
安
が
懸

念
さ
れ
、
す
べ
て
の
分
野
の
経
済
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。「
経
営
体
の
育
成
」「
安

定
生
産
及
び
高
価
格
化
へ
の
取
り
組

み
」「
担
い
手
確
保
」を
先
行
し
て
行
う
。

　
　
　
教
育
現
場
の
実
態
調
査
で
、
発

達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
１
９
９
６

年
頃
か
ら
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、
市

管
内
に
障
が
い
児
を
受
け
入
れ
る
施
設

数
は
。
学
校
と
い
う
安
心
し
て
通
わ
せ

る
場
所
が
あ
る
が
、
長
期
の
休
み
と
な

る
と
家
庭
で
１
日
中
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

で
は
。
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
で
保
護
者
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
。
施
設
が

不
足
し
て
い
る
。
行
政
と
し
て
施
設
を

開
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
が
、
施
設
を
開
設
す
る
場
合
の

ハ
ー
ド
ル
は
。

　
　
　
　
　
　
　

施
設
は
本
渡
地
域
に

集
中
し
て
い
る
。
あ
ず
け
る
場
所
は
必

要
だ
が
、
市
内
の
北
部
地
域
に
集
中
し

て
い
る
。
事
業
所
開
設
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　
廃
棄
物
を
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
、天
草
市
の
力
に
な
る
。
廃
棄
物
は
、

冷
凍
さ
れ
、
他
県
に
運
搬
し
、
費
用
負

担
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
６
，０
０
０

頭
を
超
え
る
捕
獲
、
被
害
を
減
ら
す
為

に
捕
獲
隊
員
に
、
捕
獲
器
の
貸
付
け
台

数
の
増
が
必
要
。
ジ
ビ
エ
料
理
、
加
工

食
品
が
人
気
を
得
て
い
る
。
被
害
を
防

ぎ
、
有
害
鳥
獣
及
び
魚
類
廃
棄
物
を
有

効
利
用
す
る
考
え
方
が
必
要
。

　
　
　
　
　

他
県
の
処
理
業
者
が
無
償

で
引
き
取
り
、肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

十
分
、
宝
に
な
っ
て
い
る
。
罠
を
増
や

し
て
い
く
。
都
市
部
の
飲
食
店
と
販
路

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

浜崎 義昭
議員

T
P
P
・
高
学
年
障
が
い
児
の
受
入
れ

　
　
　
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

一 般 質 問

　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
各
地
域
に
お

い
て
の
一
斉
避
難
訓
練
に
移
行
さ
れ
た

理
由
と
経
緯
は
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、
展
示
型
の

防
災
訓
練
と
い
う
事
で
災
害
シ
ナ
リ
オ

に
沿
っ
た
防
災
関
係
機
関
の
連
携
や
救

助
訓
練
等
を
中
心
に
実
施
し
て
き
た

が
、
一
般
市
民
の
参
加
が
少
な
い
と
い

う
状
況
で
、実
際
に
、台
風
や
大
雨
の
際

に
避
難
勧
告
を
発
令
し
て
も
避
難
す
る

人
が
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
実

際
に
避
難
所
ま
で
避
難
し
て
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
か
検
証
す
る
た
め
、

住
民
の
一
斉
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

　
　
　
避
難
訓
練
に
お
け
る
市
民
の
理

解
状
況
及
び
意
見
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
「
訓
練
の
説
明
時
期
が
遅

か
っ
た
」
と
か
、
課
題
と
し
て
、「
避

難
所
が
遠
か
っ
た
」、「
手
狭
で
あ
っ

た
」、「
放
送
が
聞
こ
え
に
く
か
っ
た
」

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
防
災
無
線
に
つ
い
て
】

　
　
　
難
聴
地
域
の
現
状
と
今
後
の
対

応
及
び
事
業
の
完
了
時
期
は
。

　
　
　
　
　

事
業
全
体
の
完
了
は
、
平

成
31
年
３
月
を
予
定
し
て
い
る
。
聞
こ

え
に
く
い
地
域
が
あ
る
場
合
は
、
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量
調
整
や
ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
等
を
行
い
、
そ
れ
で
も
聞

こ
え
な
い
地
域
に
は
、
子
局
を
増
設
す

る
。

【
消
防
団
員
の
抱
え
る
今
後
の
課
題
】

　
　
　
今
後
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
導

入
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限

定
免
許
取
得
状
況

を
踏
ま
え
て
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
車
導

入
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　

今
後
に
お

い
て
は
、
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
車
を
導

入
す
る
。

　
　
　
団
員
確
保
及
び
部
の
統
合
も
必

要
で
は
。
統
合
に
お
い
て
の
条
件
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　

そ
の
動
き
は
始
ま
っ
て
お

り
、
昨
年
度
は
新
和
地
区
で
部
の
統
合

を
実
施
し
、
本
年
度
は
御
所
浦
地
区
及

び
五
和
地
区
で
部
の
統
合
の
協
議
が
進

ん
で
い
る
。
統
合
に
つ
い
て
の
条
件
は

な
い
。

鶴戸 継啓
議員

天
草
市
の
防
災
に
つ
い
て

【
農
地
の
利
用
と
管
理
・
監
視
】

　
　
　
自
公
政
権
の
農
業
バ
ッ
シ
ン
グ

の
矛
先
が
、
農
協
や
農
業
委
員
会
に
向

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
農
地
利
用
と
管

理
や
監
視
は
、
農
業
委
員
会
を
抜
き
に

は
語
れ
ま
せ
ん
。
日
本
農
業
は
、
農
地

所
有
者
が
耕
作
す
る
こ
と
を
理
想
と
し

て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前
の
巨
大
な

地
主
制
た
め
に
、
小
作
農
は
借
地
料
を

収
奪
さ
れ
ま
し
た
。戦
後
農
地
改
革
で
、

平
均
的
な
自
作
農
が
多
く
創
出
さ
れ
ま

し
た
。日
本
農
業
の
生
産
力
向
上
は
、ま

さ
に
主
食
の
稲
作
を
中
心
に
し
な
が
ら

基
本
法
農
政
の
過
程
で
、果
樹
や
蔬
菜
・

花
卉
、
ま
た
畜
産
・
酪
農
等
で
補
完
特

化
し
て
、
平
均
的
な
分
散
農
場
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
資
本
主

義
の
要
し
た
労
働
力
調
達
の
源
泉
と
し

て
、農
村
人
口
が
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

天
草
地
域
か
ら
も
名
古
屋
・
京
阪
神
等

に
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
的

に
は
、
各
地
の
ふ
る
さ
と
会
の
結
成
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の
利
用
と

管
理
監
視
に
つ
い
て
、
状
況
説
明
を
求

め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
委
員
は
、

月
１
回
の
総
会
に
出
席
し
、
農
地
の
転

用
や
権
利
移
動
の
申
請
案
件
を
慎
重
審

議
す
る
。各
地
域
の
農
地
利
用
の
斡
旋
、

農
地
利
用
の
相
談
対
応
、
無
断
転
用
の

監
視
巡
視
活
動
も
行
う
。
平
成
28
年
４

月
か
ら
改
正
法
施
行
の
新
た
な
体
制
の

中
で
、「
農
地
を
守
り
、
農
地
の
農
業

的
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
」
と
い

う
基
本
理
念
を
忠
実
に
、
業
務
を
行
っ

て
い
く
。

【
農
業
セ
ン
サ
ス
と
農
地
集
積
】

　
　
　
15
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報
値

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
天
草
市
単
位
や

集
落
単
位
の
動
向
活
用
が
、
今
後
の
方

向
性
に
役
立
ち
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
予

定
で
す
か
。
農
地
集
積
で
は
、
天
草
地

域
の
特
徴
や
課
題
は
、
ど
の
よ
う
に
つ

か
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月

に
確
定
数
値
公
表
予
定
。
本
市
の
特
徴

は
、
40
ａ
未
満
農
家
が
57
％
占
め
、
小

規
模
経
営
が
突
出
し
て
い
る
。
集
落
営

農
組
織
化
を
支
援
し
て
い
く
。

蓮池 良正
議員

農
業
委
員
会
の
役
割
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【
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
に
関
連
し
て
】

　
　
　
近
年
、
世
界
中
で
ク
ロ
マ
グ
ロ

を
含
め
た
マ
グ
ロ
類
が
、
乱
獲
の
た
め

生
息
数
が
急
減
し
て
い
る
が
、
次
の
３

点
を
伺
う
。①
天
草
地
域
に
お
け
る
ク

ロ
マ
グ
ロ
養
殖
の
未
来
像
と
事
業
効

果・メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
県
や
関
係
団
体
等
と
推
進
協
議
会
等

の
設
置
及
び
養
殖
場
の
確
保
に
つ
い

て
。③
牛
深
種
苗
生
産
施
設
で
の
稚
魚

生
産
の
可
能
性
。

　
　
　

①
天
草
で
も
良
質
な
マ
グ
ロ
が

生
産
さ
れ
て
お
り
、
今
後
マ
グ
ロ
養
殖

を
継
続
す
る
に
は
、
天
然
種
苗
に
頼
ら

ず
人
口
種
苗
を
生
産
す
る
必
要
が
あ

る
。
事
業
効
果
等
で
は
、
養
殖
に
よ
る

直
接
的
な
経
済
効
果
や
６
次
産
業
化
、

観
光
面
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
な

ど
期
待
が
持
て
る
。②
マ
グ
ロ
養
殖
の

振
興
を
図
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
計

画
を
策
定
す
る
場
の
設
置
に
向
け
県
に

協
議
会
設
置
を
働
き
掛
け
る
。
マ
グ
ロ

養
殖
の
新
規
参
入
や
規
模
拡
大
は
規
制

も
あ
り
、
既
存
の
養
殖
業
者
や
地
元
漁

業
者
と
の
調
整
な
ど
の
課
題
は
あ
る
。

③
里
海
づ
く
り
協
会
牛
深
事
業
場
で
の

稚
魚
生
産
を
県
と
協
議
し
た
が
、
種
苗

自
体
が
試
験
段
階
で
あ
り
、
今
後
、
専

門
家
や
県
、
里
海
づ
く
り
協
会
と
意
見

を
交
わ
し
、解
決
の
道
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
　
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
種
苗
生
産
が
本

格
的
に
稼
働
す
れ
ば
、
地
域
の
経
済
効

果
や
雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
。
市
長
の

見
解
は
。

　
　
　

天
草
の
南
部
海
域
で
、
安
定
し

た
種
苗
生
産
が
で
き
れ
ば
、
地
場
産
業

の
将
来
性
や
雇
用
の
面
か
ら
期
待
で
き

る
が
、
ま
だ
試
験
段
階
の
た
め
県
と
随

時
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
レ
セ
プ
ト（
診
療
報
酬
明
細
書
）

点
検
の
充
実
は
医
療
費
適
正
化
に
つ
な

が
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

  

レ
セ
プ
ト
点
検
は
、

確
実
に
成
果
を
上
げ
る
重
要
な
事
業
で

あ
り
、
適
正
な
診
療
報
酬
の
請
求
、
支

払
い
に
寄
与
し
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
今
後

高
度
な
知
識
を
持
つ
専
門
員
の
増
員
や

外
部
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
定
期
接
種
推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

接
種
率
は
県
下
で
最

も
高
く
62
％
を
超
え
、
助
成
額
（
６
，

０
０
０
円
）
も
県
下
で
２
位
。
個
別
通

知
は
、
１
月
下
旬
か
ら
再
発
送
す
る
。

接
種
時
期
を
逃
し
た
方
を
救
済
す
る
た

め
県
を
通
じ
国
へ
要
望
を
行
っ
て
い

く
。

赤木 武男
議員

ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
（
稚
魚
生
産
の
可
能
性
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
推
進

市
長

市
長

赤
木

赤
木

赤
木

市
民
生
活
部
長

赤
木

健
康
増
進
課
長

そ
さ
い

か　
き

あ
っ
せ
ん


